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～配食用小型電気自動車の贈呈～

お茶とコーヒー

平戸茶園

〒859-5115
平戸市新町70番地
☎0950-22-3266
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内科・消化器科
医療法人

宮の町581
☎22-2306（代）

愛の園保育所

くろしお会

小鳩こども園

しおかこども園

獅子保育園

たんぽぽの里

堤保育園

津吉保育所

平戸市手をつなぐ育成会

東和愛児園

中津良保育所

中野愛児園

光の園保育園

養護老人ホーム 光の園

平戸祐生園

平戸市連合遺族会

平戸市身体障害者福祉協会

平戸市地域女性団体連絡協議会

平戸市母子寡婦福祉会

平戸市民生児童委員協議会連合会

平戸市老人クラブ連合会

平戸市シルバー人材センター

特別養護老人ホーム 平戸荘

ホープドリーム

特別養護老人ホーム わだつみの里

ＮＰＯ法人いきつきドットコム

社会福祉法人生月福祉会 なごみ

幼保連携型認定こども園 めばえ

ＮＰＯ法人 しあわせの木

特別養護老人ホーム田平ホーム

医療法人裕光会 谷川病院

田平町身体障害者福祉協会

障害者支援施設 草笛が丘

大島地区民生児童委員協議会

令和２年度  団 体 会員紹 介令和２年度  団 体 会員紹 介令和２年度  団 体 会員紹 介

（順不同・敬称略）

令和２年10月31日現在

ご協力に感謝申し上げます。ご協力に感謝申し上げます。

勝
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（財）松浦史料博物館
平戸市鏡川町12番地
TEL:0950-22-2236
FAX:0950-22-2281

自宅のインターネット通信
「ドコモ光」好評受付中
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福 祉 教 育福 祉 教 育「ともに生きる力」を育む「ともに生きる力」を育む「ともに生きる力」を育む

～認知症を正しく知って温かく見守ろう～

野子小学校「認知症サポーター講座」
　9月4日（金）野子小学校全校児童

30名が、「認知症サポーター講座」

を受講しました。  講習では、紙芝居、

クイズ、「財布をなくし、何度も同じ

ことを聞くおじいちゃん」を児童が

自ら演じた寸劇などが披露され「認

知症」への理解を深めました。参加

した児童からは「認知症の方のサポー

ターになって役に立ちたい」という

感想が寄せられました。

「生月小学校　福祉体験教室」
　９月30日（水）生月小学校４年生が「車イス、アイマスク

及び高齢者疑似体験」を行い、この体験を通して、高齢者・

障がい者の理解を深

めることができまし

た。「アイマスクがこ

わかった」、「車いす

の操作が難しかった

けど、段差や坂の行

き方が分かった」など

の感想がありました。

　社会福祉協議会では、平戸市内の小・中・

高等学校をボランティア協力校に指定し、児

童・生徒の福祉教育の推進に取り組んでいます。

　各学校ごとに体験活動や講演会の実施など

の取り組みが行われており、本会では講師の

派遣、福祉機器などの貸出など各学校への支

援を行っています。

平戸市下中津良町 395
☎27-0039

（株）久田組

信頼と共に88年
総合建設業

HISATA
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企画・制作
有限
会社新日報
佐世保市城山町1-21-201
☎（0956）25-5593

株式会社伊藤園
佐世保市小佐々町黒石339-45

TEL 0956-41-3331
FAX 0956-41-3332
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～高齢者の心とからだを理解する～

紐差小学校５年生総合学習

田平中学校人権学習
　10月5日（月）田平中学校2年生が人権学習の一

環に「手話体験」を行いました。平戸手話サークル

代表 佐藤栄子氏より聴覚障がいについての講話の

後、表情・口の動きを大切にしながら楽しく手話

を学びました。生徒からの質問に対し、「コミュニ

ケーションは手話だけでなく、表情や身振り・手

振りで伝えることが出来るので、自信を持ってコ

ミュニケーションをとってほしい」と話されました。

田平東小学校総合学習
　10月12日（月）田平東小学校4年生15名が

総合学習の時間に福祉について学びました。平

戸市の地域が抱えている問題や高齢者・障がい

について考えました。児童たちは、自分が住む

地域のことについて理解を深めました。

　10月19日（月）紐差小学校5年生20名が、総

合学習の時間に「お年寄りの暮らしを考えよう」を

テーマに高齢者疑似体験を行いました。

　児童たちは、手足に重りや装具をつけて階段の

上り下り、書類の記入、新聞テレビ欄番組探し、

ボタンのつけ・はずし等高齢者の生活を体験しま

した。児童たちからは「ちょっとした動作もすぐに

疲れるし、目も小さい文字はほとんど見えなかった。

この体験で色々なことに気づくことができた」と感

想がありました。
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わがまちnews
ニュース

わがまちnews
ニュースわがまちnews
ニュース

　9月24日（木）平戸市生月町中央公民館におい

て、第1回地域を支えるサポーター養成講座（生

月地区）を開催しました。

　今回は、サポーター登録後の活動説明の後、

地域や家庭でできるストレッチ、楽しみながら

できる介護予防（運動）について、県北地域リハ

ビリテーション広域支援センター　理学療法士

神田　純　氏が講話を行いました。　

　主な参加者であるサポーター登録者の方々の

良き学びの場となりました。

　10月21日（水）田平町内で電動車いすを利

用している方を対象に「電動車いす安全運転講

習会」を開催し、11名が参加しました。平戸警

察署の指導のもと、電動車いすの安全な利用に

ついて、講話と実技の指導がありました。

　電動車いすを利用されている皆さん、これか

らも安全運転に心がけて下さい。ご指導いただ

きました平戸警察署並びに平戸地区交通安全協

会田平支部の皆様方に厚くお礼申し上げます。

　平戸市立生月小学校よりペットボトル

キャップの寄贈がありました。４年生を

中心に呼びかけを行い、約25㎏収集し

ました。

　寄贈いただいたキャップは、イオン様

の「ペットボトルキャップで世界の子ども

たちに笑顔を!!」キャンペーンを通じ、世

界で支援を必要としている子どもたちへ

送られます。ありがとうございました。

ペットボトルキャップ寄贈～これからも安全運転で～
「電動車いす安全運転講習会」開催

地域を支えるサポーター養成講座
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〒859-5121
平戸市岩の上町487-45
TEL/FAX 0950-23-8811

当店には、

認定眼鏡士 
　が在籍しております。
認定補聴器技能士
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久 冨 寛 己

☎53-2739

　9/11（金）生月町中央公民館で「生月地区介

護支援ボランティア講習会」を開催。16名が

参加しました。講習では、『自宅でできる認知

症予防について』平戸市役所地域包括支援セン

ター西　真理　氏が講演、参加者より「とても

分かりやすく、楽しい研修会でした」と感想を

いただきました。これからもご自身で自宅でで

きる認知症予防実施していきましよう。

　10月27日（火）「平戸市ふれあいいきいきサロン連絡会

研修会」を大島村公民館で開催。30名が

参加しました。

　講話では北川病院理学療法士　小林　勝

氏より「高齢者の体について」のテーマで

講演があり、フレイル予防や健康寿命を延

ばす為の運動の重要性について、実技を交

え講習が行われました。

　10月23日（金）南部多目的研修センターにお

いて、南部地区介護支援ボランティア講習会を開

催しました。平戸市より「介護支援ボランティア

ポイント制度」の説明のあと、長崎国際大学　准

教授　松尾　嘉代子　氏が「免疫力アップのため

の食事のポイント」のテーマで講演。松尾氏は、

毎日の食事での必要な食事量やバランスのとれた

食事について約60分にわたり講演を行いました。

「自宅でチャレンジ介護予防」

「地域の高齢者を元気に！」「自宅でできる認知症予防について」
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介護支援ボランティア講習会介護支援ボランティア講習会

ふれあいいきいきサロン連絡会研修会ふれあいいきいきサロン連絡会研修会

株式会社ダイコウ建設
本　　社　長崎県佐世保市宇久町平265番地4

TEL 0959(57)2377/FAX 0959(57)3169
生月支店　長崎県平戸市生月町里免704番地3

TEL 0950(53)1225/FAX 0950(53)1450

未来を創る！暮らしを守る！地域を支える！

総合建設業

生月地区 南部地区
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平戸市ファミリー・サポート・センター

あなたの子育て応援します！
平戸市ファミリー・サポート・センター

あなたの子育て応援します！

午前６時～
午後10時

１時間あたり 350円
早朝・夜間（通常以外の時間）

通常（午前６時～午後７時）

１時間あたり 400円
土・日・祝日・年末年始
（12月29日～１月３日） １時間あたり 450円

実　　費
送迎時の車使用料 １回 100円

上記のほか実際にかかった金額

事業の実施時間 利用料金 および 実費

２０１９年４月より利用料金が変わりました！

こんな時に

利用できます!こんな時に

利用できます!こんな時に

利用できます!

★ 仕事の都合で子どもの送迎をお願いしたい！

★ 具合が悪くて病院に行きたいけど・・・

★ PＴA等学校行事に参加したいけど・・・etc.

❀実際に利用された

　方からは
❀実際に利用された

　方からは とても助かっています！
提供会員さんが慣れてい
らっしゃるので、子ども
もすぐになついて安心し
て預けることができます。

仕事の都合で初めて利用
しました。最初は泣いて
いた子どももすぐに慣れ
たそうです。今後も利用
したいと思います！

・・・などの声をいただいております。

詳しくは、平戸市社会福祉協議会　☎22-2180
平戸市ファミリー・サポート・センター (田中・山浦)まで
お気軽にどうぞ(⌒∇⌒) 

・前日までに連絡があったもの …… 無料
・利用当日に連絡があったもの …… 500円
・連絡がなかったもの ……………… 1,000円

⚠初めて利用され
る方は事前打ち合
わせが必要です。

キャンセル料

特定建設業

平戸市生月町里免777番地1
TEL(0950)53-0078
FAX(0950)53-2820

生月漁業協同組合
生月町壱部浦168-2
TEL 0950-53-2131
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　高　　校 35,000円以内 52,500円以内

 60,000円以内 90,000円以内

　大　　学 65,000円以内 97,500円以内

学校別 特に必要と認められる場合貸付上限額（月額）

貸付額

使途例

500,000円以内

入学金、制服・教科書代、敷金、家電製品や生活用品

の支払いなど

高専・短大・専門学校

スポーツ用品
取扱できます

あなたの新生活を応援します！！

教育支援資金のご案内教育支援資金のご案内
　高校、専門学校、大学などへ進学を予定されているお子様がいる世帯に教育資金の貸付

を行っております。ただし、お申込み～審査～審査決定～資金の送金までお時間がかかる

場合があります。入学決定前でも借入申込ができますので、お早めにご相談ください。

１．資金の種類
　①【教育支援費】（授業料、アパート代、生活費など就学するために必要な費用）

　②【就学支度費】（入学に際し必要な費用）

   　 ※①教育支援費のみ、 ②就学支度費のみ、または2種類合わせての借入申込可

２．貸付利子　　無利子

３．償還期間　　10 ～ 20年以内（他奨学金等借入金の総額に応じて設定可）

　　　　　　　　※当該学校を卒業して半年後から返済が開始します

４．連帯保証人　原則1名（ただし、連帯保証人がいない場合も借入申込可）

　　　　　　　　※審査により、保証人の追加が必要な場合があります。

◎その他、他制度優先や所得基準などの条件がありますが、
　まずはお気軽にご相談ください。
　　社会福祉法人 平戸市社会福祉協議会

　　【本　　所】TEL　22-2180　　【生月支所】TEL　53-2615

　　【田平支所】TEL　57-2223　　【大島支所】TEL　55-2100　

無利子

株式会社
スズキ自販長崎

tel:57-1152  fax57-1154
平戸市田平町荻田免1439-2

営業時間  10：00～18：00
店休日  毎週水曜日・第二火曜日



ふくしの輪
～地域ボランティア紹介～

ふくしの輪
～地域ボランティア紹介～

→次号は令和３年１月15日発行予定です。
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■活動地区：野子町向月地区
■代 表 者：吉住　榮重　■会員数：36名
■活動内容：「よかよか体操」ほか　地域懇親
　　　　　　活動

向月令和会

　平成31年３月より活動開始の「向月令和会」は会員
35名で、毎週木曜日18時からの「よかよか体操」を中
心に楽しく活動しています。
　名前の由来は、公募の結果、当年５月よりの新元号を
採用。毎回20名以上のメンバーが、開始１時間近く前
から公民館に集まり、今では地区の大切なコミュニティー
の場になりました。
　月ごとに担当を決め、準備や検温・清掃等を分担して
います。夏の納涼パー
ティー、冬の忘年会は
ほぼ全員が集合し歌に
ゲームに笑いが絶えま
せん。男性会員が多い
ことが特徴です。

次回は「前平いきいきサロン」を紹介します。
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下
シ
マ
様
）

濵
田
　
裕
孝
　
様

　
浦
南
　（
亡
父
　
千
夫
様
）

百
枝
　
秀
明
　
様

　
山
田
　（
亡
父
　
忠
雄
様
）

髙
田
　
久
三
　
様

　
御
崎
　（
亡
父
　
勝
重
様
）

坂
本
　
茂
孝
　
様

　
御
崎
　（
亡
父
　
只
悳
様
）

平
山
　
和
弘
　
様

　
山
田
　（
亡
父
　
末
義
様
）

坂
口
　
栄
子
　
様

　
元
触
　（
亡
夫
　
恒
夫
様
）

　【田
平
支
所
受
付
分
】

松
田
　
　
功
　
様

　
南
荻
田（
亡
母 

百
合
子
様
）

北
浦
　
興
輔
　
様

　
永
田（
亡
母
　
利
惠
子
様
）

小
西
　
佐
代
子
　
様

　
日
の
浦（
亡
夫
　
鐵
二
様
）

貞
方
　
一
郎
　
様

　
永
田
　（
亡
母
　
和
惠
様
）

近
藤
　
朋
子
　
様

　
長
崎
市（
亡
母 

長
嶺
サ
ダ
子
様
）

野
口
　
雅
文
　
様

　
下
里
　（
亡
父
　
明
　
様
）

藤
澤
　
明
彦
　
様

　
米
の
内（
亡
父
　
弘
　
様
）

福
岡
　
幸
代
　
様

　
松
浦
市（
亡
母 

綿
川
豊
子
様
）

森
中
　
ヌ
イ
子
　
様

　
南
荻
田（
亡
母
　
ツ
ネ
様
）

織
口
　
　
稔
　
様

　
外
目（
亡
母
　
イ
ネ
子
様
）

松
口
　
鶴
男
　
様

　
永
田
　（
亡
妻
　
ト
ヨ
様
）

田
元
　
慎
也
　
様

　
新
町（
亡
祖
母
　
ツ
イ
様
）

　【大
島
支
所
受
付
分
】

松
山
　
藤
四
郎
　
様

　
大
根
坂（
亡
母
　
末
子
様
）

川
久
保
　
喜
市
　
様

　
大
根
坂（
亡
母
　
ミ
ツ
様
）

大
島
　
健
太
　
様

　
西
神
浦（
亡
祖
母 

智
恵
様
）

北
原
　
嘉
徳
　
様

　
東
神
浦（
亡
父 

亀
久
治
様
）

　
多
く
の
方
よ
り
貴
重
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
対
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
事

業
な
ど
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
本
会
へ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金

は
、
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
の
ご
芳
名

は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
９
月
１
日
〜
10
月
末
日
受
付
分
︶

新型コロナウイルス感染症の第

２波がひと段落し、読書の秋、

スポーツの秋、食欲の秋と言わ

れる季節がやって来ました。皆

さんはどの秋を堪能されていま

すか？私はもちろん食欲の秋！

新しい生活様式、感染対策をし

ながらちょっとした楽しみを

作ってみてはいかがですか？ま

た、これから寒い冬がやってき

ます。コロナとインフルエンザ

感染予防対策をしながら、日々

お過ごしください。

令和２年
11月13日発行Vol.91

次回は「前平いきいきサロン」を紹介します。


